
 

議
会
は
三
月
、
六
月
、
九
月
、
十
二
月
の
年
４
回
が
定
例
会
で
す
。 

四
月
、
五
月
は
臨
時
議
会
が
必
要
に
応
じ
て
開
催
さ
れ
る
他
、
休
会
中

の
審
議
・
各
委
員
会
、
全
員
協
議
会
等
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
期
間

に
議
員
は
そ
れ
ぞ
れ
議
員
活
動
や
研
修
な
ど
を
行
い
ま
す
。
４
月
は
新

年
度
が
始
ま
り
、
入
学
式
な
ど
の
行
事
に
参
加
し
た
ほ
か
、
一
部
事
務

組
合
な
ど
関
係
す
る
団
体
の
新
年
度
予
算
・
計
画
を
審
議
し
ま
し
た
。 
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高
速
道
路 
用
地
委
員
会
発
足 

 
 

い
よ
い
よ
本
格
ス
タ
ー
ト 

  

尾
道
松
江
線
の
工
事
が
道
路
公

団
の
改
革
で
二
年
間
頓
挫
し
て
い

ま
し
た
。
全
国
の
路
線
の
見
直
し
の

中
で
、
こ
の
路
線
は
有
料
道
路
で
は

採
算
は
と
れ
な
い
が
絶
対
必
要
で

あ
り
、
自
動
車
専
用
道
路
と
し
て

国
が
直
接
建
設
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
た
め
完
成
し
た
道

路
は
無
料
で
通
行
で
き
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。 

平
成
十
七
年
度
は
用
地
買
収
と
一

部
の
工
事
に
着
手
で
き
る
予
算
が

確
保
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
た
め
今
後
早
急
に
用
地
を
買

収
す
る
た
め
三
刀
屋
・木
次
か
ら
吉

田
・掛
合
ま
で
地
権
者
の
皆
様
の
協

力
を
戴
き
話
し
合
い
を
進
め
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。 

去
る
四
月
十
八
日
三
刀
屋
町
ア
ス 

  

パ
ル
に
お
い
て
各
地
区
の
地
権

者
代
表
の
皆
さ
ん
と
国
交
省
、
工

事
を
担
当
す
る
道
路
公
団
、
県
、

市
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
て
高

速
道
路
へ
の
ご
理
解
と
用
地
提

供
に
つ
い
て
の
御
協
力
を
御
願
い

し
ま
し
た
。 

用
地
単
価
は
第
三
者
機
関
に

よ
り
物
価
動
向
や
民
間
の
売
買

価
格
な
ど
を
考
慮
し
適
正
な
価

格
に
決
定
さ
れ
ま
す
。 

 

中
国
縦
貫
道
ま
で
の
早
期
開

通
は
悲
願
で
す
。
十
一
月
頃
に
は

一
部
工
事
着
手
の
予
定
で
す 

 

 

地
域
委
員
会 

 
 

メ
ン
バ
ー
が
決
ま
り
活
動
開
始 

 

合
併
後
の
地
域
の
様
々
な
不
安
解
消

や
行
政
へ
の
意
見
・提
案
な
ど
重
要
な

役
割
を
果
た
す
「
地
域
委
員
会
」
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

 

地
域
委
員
会
で
は
こ
れ
ま
で
旧
町
村

で
行
わ
れ
て
き
た
「
文
化
祭
」
や
「
運
動

会
」
な
ど
の
行
事
計
画
や
今
年
度
予
算

に
組
み
込
ま
れ
た
「
地
域
振
興
補
助

金
」
の
活
用
方
法
の
決
定
な
ど
重
要
課

題
を
審
議
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

五
月
二
十
七
日
に
は
全
て
の
地
域
委

員
会
へ
の
説
明
会
を
兼
ね
た
総
会
が
開

催
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

 

地
域
自
主
組
織
の
早
期
立
ち
上
げ

と
活
発
な
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

加
茂
町 

名
刹 

光
明
寺
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

訪
ね
て 

 

司
馬
遼
太
郎
が
【街
道
を
ゆ
く
】「
砂
鉄

の
道
」
の
中
で
光
明
寺
を
訪
れ
て
い
ま

す
。 

製
鉄
技
術
が
朝
鮮
半
島
を
経
て
日

本
に
伝
来
し
て
い
る
こ
と
、
九
世
紀
に
朝

鮮
半
島
で
造
ら
れ
た
梵
鐘
が
な
ぜ
か
、
こ

の
光
明
寺
に
有
る
こ
と
。
司
馬
は
朝
鮮
半

島
と
の
関
わ
り
を
探
る
た
め
、
在
日
の
考

古
学
者
、李
（リ
・シ
ン
キ
）氏
ら
と
共
に
宍

道
湖
の
ほ
と
り
に
古
代
を
思
い
、
こ
の
地

を
訪
れ
て
い
ま
す
。 

国
内
に
朝
鮮
鐘
と
言
わ
れ
る
も
の
が

五
十
四
個
有
る
そ
う
で
す
。 

こ
こ
の
鐘
は
一
三
七
九
年
、
伯
耆
富
田

の
寺
に
あ
っ
た
も
の
が
一
度
他
に
移
っ
て
、

一
四
九
二
年
、
今
か
ら
五
一
三
年
前
に
こ

の
寺
に
移
っ
て
き
た
と
有
り
ま
す
。 

約
三
〇
年
前
、
あ
の
白
い
頭
の
司
馬
遼

太
郎
が
ど
ん
な
思
い
で
こ
の
鐘
を
見
上

げ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

爽
や
か
な
風
の
中
、
彼
が
佇
ん
だ
場
所

に
立
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

加
茂
町
を
後
に
し
て
司
馬
遼
太
郎
は

「
た
た
ら
」
の
里
、旧
吉
田
村
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
司
馬
が
感
じ
た
も
の
は
・・・・。 

 
 

吉
田
村
編
は
次
号
。
司
馬
遼
太
郎
が
辿

っ
た
道
、
興
味
沸
き
ま
せ
ん
か
。
雲
南
市

の
大
き
な
観
光
ル
ー
ト
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

「良い建物です・・。ぼう然

と仰いだきりだった」と司馬

遼太郎が表現した光明寺 
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編
集
後
記 

 

一
ヶ
月
の
早
さ
を
感
じ
ま
す
。 

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す 
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